
Ⅰ．はじめに

　リターフォールは，森林生態系において，植物から土壌への主
要な有機物の供給経路である。リターフォールの量や質は，土壌
微生物の組成や機能（1），土壌中の栄養塩の無機化速度や可給
態栄養塩量（4），実生の生存（5，8）などに影響を与えることが
知られている。リターフォールの時間的，空間的変動によって生
じる資源の不均一性は，森林生態系の多様性を維持する重要な要
因であると考えられる。
　地形は，土壌の水分含有量，栄養塩量や（2），攪乱レジーム
に影響し（7），林分の種組成や構造に影響することが知られて
いる（11）。地形による，物理環境や林分構造の変化は，リター
フォールの時間的，空間的不均一性を形成する要因の一つである
と考えられる。
　リターフォールに関する研究のほとんどが，立木のみに着目し
ており，ツル植物の影響に着目した研究は少ない。しかし，熱帯，
亜熱帯地方において，ツル植物が年間の葉リターフォール量に大
きく寄与していることが報告されている（6，12）。ツル植物は，
リターフォールの時間的，空間的変動を評価する上で重要な構成
要素であると考えられる。
　沖縄島北部の森林は，地形が複雑であり，林分の種組成や構造
は地形によって変化する（3，9）。Kusumoto and Enoki（10）は，
大型ツル植物のイルカンダ（Mucuna macrocarpa）が谷部に多
くみられる場所において，年間の葉リターフォール量は谷部で最
も多く，尾根に向かうにつれて減少することを報告している。し
かし，季節変動パターンが地形によってどのように異なるかにつ
いては明らかになっていない。
　本研究では，地形により優占種の異なる林分間において，葉リ
ターフォールの季節変動パターンの違いを明らかにし，さらに，
イルカンダが季節変動パターンに与える影響について検証する。

Ⅱ．調査地と方法

　調査は，沖縄島北部の亜熱帯常緑広葉樹林で行った。琉球大学

農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター与那フィール
ド内に，２つの尾根とその間にある谷を含む様に，２５m×１５０m
のベルトトランセクトを設置した（図－１）。ベルトトランセク
トを，６つの２５m×２５mサブプロットに区分した。サブプロット
３ではイジュ（Schima wallichii）のBA（胸高断面積合計）が
最も大きく，その他の５つのサブプロットではイタジイ
（Castanopsis sieboldii）のBAが最も大きい（Enoki and Yamada 
未発表）。イルカンダはサブプロット３で最もBAが大きく，サ
ブプロット２，３，４にのみ分布している（10）。
　各サブプロットに２５個ずつ，合計１５０個のリタートラップ（開
口面積０．２５m２）を設置した。リターフォールの採集は，２００１年
の６月から，２００２年の６月まで１年間，１か月間隔で行った。回
収したリターフォールは葉とその他の器官に区分した。葉は，イ
タジイ，イジュ，イルカンダ，およびその他の樹種に分類し，風
乾重を測定した。葉リターフォールの一部を１０５℃で乾燥し，絶
乾率を求めた。
　葉リターフォールの時期を開葉期（２月，３月，４月），台風期
（９月，１０月），その他の３つに区分した。イタジイ，イジュ，イ
ルカンダについては，各プロットの年間の葉リターフォール量に
対する時期ごとの割合を求めた。

Ⅲ．結　果

　開葉期の葉リターフォール量は，谷部（サブプロット３）で最
も少なく，次いで尾根（サブプロット１，５，６），斜面（サブプ
ロット２，４）という順に多くなった（図－２）。台風期の葉リ
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図－１．ベルトトランセクトの形状と地形
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ターフォール量は，谷部で最も多く，尾根に向かうにつれ少なく
なる傾向がみられた。その他の時期の葉リターフォール量は，谷
部で高く，尾根に向かうにつれ少なくなる傾向がみられた。
　年間の葉リターフォール量に占める開葉期の葉リターフォール
の割合は，イタジイが最も高く，次いでイジュ，イルカンダの順
であった（図－３）。年間の葉リターフォールに占める，年間の
リターフォールに占める開葉期の葉リターフォールの割合は，イ
タジイ，イジュについては，谷で低く，尾根で高くなる傾向がみ
られた。
　年間の葉リターフォールに占める台風期の葉リターフォールの
割合は，イルカンダが最も大きく，次いで，イジュ，イタジイの
順であった（図－３）。年間の葉リターフォールに占める台風期
の葉リターフォールの割合は，イタジイではサブプロット間で差
が小さいが，イジュでは谷，斜面で高く，尾根で小さい傾向がみ
られた。イルカンダの台風期の割合は，谷部で低い傾向がみられ
た。

Ⅳ．考　察

　開葉期には，尾根および斜面で葉リターフォール量が多く，谷
では最も少なかった（図－２）。しかし，台風期では谷部の葉リ
ターフォール量が最も多く，台風の影響は谷部で大きいことが分
かった。尾根と谷で，台風期の葉リターフォール量が異なったこ
との原因の一つとして，種による葉の形態的な違いが考えられる。
沖縄島北部では，尾根の方が谷よりも風による乾燥や攪乱の影響
を受け易く，尾根には葉面積の小さな，風ストレスに対する耐性
の強い樹種が多いことが知られている（9）。谷では，台風期以
外では風ストレスが小さいため，大きな葉をつけることができる
が，それによって台風が葉リターフォール量へ与える影響が強ま
ることが考えられる。
　イルカンダは，イタジイ，イジュと比較して年間の葉リター
フォールに占める台風期の割合が高かった（図－３）。谷部を中
心に分布するイルカンダは，葉リターフォールの季節変動パター
ンの，谷と尾根の違いを強める要因であることが明らかになった。
　本研究において，林分における優占種の葉リターフォールの生
産パターン及び台風に対する耐性が，地形により異なることに
よって，葉リターフォールの季節性が変化することが示された。
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図－２．サブプロットごとの葉リターフォール量月変化

図－３．イタジイ，イジュ，イルカンダの年間葉リター
フォール量に占める季節ごとの割合




